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県内産木節粘土の匣鉢への利用について

岡 森 良 次

まえが普

津賀地方は,占くから耐火爲土の産地として全国的に卸られているが,あ 

まり陶微器産業に利用されておらず,又近県の地下資源も不足して来たので 

亙詠への利用について就我の祐果を報吿する。

(A)コーディライト系匣鼓への利用

コーザイライトは化学祖成2 M g 0 , 2 A1x 0 » , 5810 Iの斜方晶 

系と簿する站物であるが,工榮的用途としての既出は知られていない。この 

如:物は熱彫損係数が若しく小さいので敏熱急冷に対する抵折:性か盾いので, 

G. A. Ra.nkjn©Mg Q-Al JOi-s! 〇 ！ の平術状慝図(牙1 
!3)よt> M S 〇はタ"ク,マグネサイト,>水マグネレユー厶,0i〇3は 

伊貿三光木第,朝祥力オリン,隹石,A1» 〇」は伊賀三光木節,朝衅力オ 

リン,テレミナの分析渣(汁1表)により三角坐/から15 〇 Q-C,155 .'TC 

で焼戒し,含成コーデイライトを作り,魚犀脹藻数(!〇 〇"〇と吸水率を 

樹定したcその桔果をオ2図〜・7図に示オ〇



牙1我 便用原料の分学分析値

3102 Hl 2 OS Fe 208 CaO M80 K« 0 NasO 1510S3

三光木節 47A A 3749 0.76 aos 0.17 1.52 0.6 2 12.1 〇

朝鮮カオリン 4369 4 0.8 fa 0.72 —— —
*■------
1. 54 15,23

タ ル ク 6 1.3 4
1

'--------L---------
(19 1

|_______
— 31.79 — — 4.8 8

マグネサイト 0.2 0
'------ 4---------

1.2 〇

______ I_______
1.90 ■i 5 I〇 — — 51.60

海水マg•ッユーム 0.8 0
— 
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*2古～キ7図の状仲中ほ赢様を示したのはC-16 , F-16, £-15 

で為った。0-16の配合・比はオ?表に示し,米b[3rX線网折図を示した 

fii,全ffi 3 - < ・,イトいビ・クつ；員れユーディプイトを主成分としている 

藉がわかる。
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冲8図 〇-16のX線回折図

コーアイライト

C-16 6。的を骨材として三光木節4 〇%を為合粘土として水分15%

圧力1〇 0心/品て成形した試料・の初埋的徃質を中5表に示すC

牙3表 二三の物理的性質

、、 嵩比重 政げ弦度 気孔率

㈣

荷重歎化温変 

CQ
気伝導率 

(KC314|15)

熟嚴版保致

(X10-8)

1.6 5 5 2 3 2. 8
T1Tとや 

1170 1220 1530 1.3 5.0 4

(Bi 81C骨材鉢
戻化隹素は炭素您疣式電気炉に建也•または建石達(5 Q ～ 5 5咯)とコー 

クス(的3 5够)木滑1。俗)塩(1,5〜4%)を混入して約20D0-C 

以上て生成する炭化物である。を原料として 萍を製造すると,その

鉢としての持住が看しく改善されると丟う事を敖あくの研究者によって策 

告されているが,価齢が甩当高価になるので炭化佳素の一部を瑾酸塩県科で 

食喚えた旋化注索•"厶ライト系の 鉢として环［表に示す配む比で水分!2¢ 

圧力1Q 〇 hy /fit,焼成温度14 〇 O'Cで焼成したこれらの物理的性負は冲 

5表栏示す。



才4表 配合比

ニニ^_ NO.1 NQ 2

三 光 木 飾 3 〇 2 8

朝蚌カオリン 1 〇 —

7 /v < ナ 1 〇 —

シ ャ モ ・,卜 1 〇 1 〇

s iC 3～ 5 2 0) 8 1 2

S i C(18 〇〜8 〇) 8 1 2

S i C (4 0 — 2 0) 2 4 5 6

キ5表 物理的性質

\
ヽ・

當比前 曲ザ俄度 

0加
気孔率 

縛

荷車軟化温度

(C)
熟伝尊率 

(KcalZijhy)
热瑚龈係数

(X!〇・®)

血1 1.9 9 3 4 3 11
Ti T? T»

12Q 门1260 1450 5. 2 5.0 0

电2 L 9 7 2 B 3 5. 0 1270 1530 1450 5.8 4. 9 2

(C｝各頓亙鉢の性質

破損亘泳を骨甘とし伊賀木節を律合粘土としたシャぜフト賈を鉢・コヾイ 

ライトを主成分とした鱼鉢,及ぴ半s i c質色鉢の物理的性質の損異につい 

て分6表に示す«,



キ6表各種匣鉉の性質

ンヤモット質 コーデ・(ライト質 81C質

寮 比 重 t a 5 1・6 5 1.9 7

曲げ強度(由/ウ) 4 5 5 2 2 8

気孔率(紡) 3 5. 5 3 2. 8 3 3. 0

荷室牧化温度ぐT2) 117 0 12 2 0 15 5 0

熱成尊畢(心レ牝巧 1. 4 1・5 5. 8

楸帙係敎(X10T) 6. 2 5 5. 0 4 4. 9 2

経済注(«・フト’雎1として) -J_________ 2 3 1 5. 3

む・す ぴ

合・成コーディライトの方法としてMgOを含有した泉料の相異エついて試 

験したが,2種象或いは3隨傾を併用し,配合比を縮少する爭により,より 

低藤脈な素地が出来ると思われるc又半S i C直鉢は耽発表の報告の中から 

代表的と思われる貌合比で試檢した。更诈は数多くの要莱を含んでおり,备 

ス長所と短所を持っているので,その中どれを冃瞟とするかによって,たと 

へば焼成温度,製品の品質品或率,経済注がによって自然に嬰求される匣詠 

がきまって来る〇

以上



県内産木節粘土の底鉢への利用について

(ジルコン,タルク,アルミナを添加した免鉢について)

平 賀 豊

木節粘土にジレコン,タ"ク,アルミナを添四した素地については前回で 

も譲告しましたか,今回は認合疎区をいくらか広げて検対した箱果と,宜.鉢 

へ利用した雀合の酎久度等について枚告したいと思います。

ジルコン, タ"ク, アルミナ,木航粘土系素せの熱衫脹率と焼成 

風度との関係

12 〇 〇•C 1時間焼成した場含の澎淚廉致(常温から7 〇 (TC吏での平 

均線邮脹衆数XI〇 » )との関係は図1〜5のようになる。

伊買 K布



列ヮ㈤昭ノ

f柵木布3切
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12 5 0 *C 1時間焼成した場合の嫁我係数との関係は図6～!〇のよう



ア,レミナ ジルコン レ。え

伊質本寿



ワル

翳!〇



15 〇 〇 "C 1時間燒成した項含の驟脹係敌との関陳は図!1〜15のよ

ジ・レコン



図!5

アルミナ ジ•13^河/ 庁衝木年



図!5

この褚果から見ると,12 D 〇て?焼或の琨含はジ阿コン2「俗,タなク 

2 0%,末節粘土 50%,ア"ミナ1Q凶位の貌含比のものか最!Sとなり, 

12 5 0"C焼成の場含はジルコン〇〜10%,タルク2 〇〜3 0爆,木勁粘 

土 6 〇〜704,アルミナ〇～10用St,13 0 0 'C焼成ではジルユン。〜 

2 D % ,タレク2 〇塔•木食1粘土 50〜70喘,T /u 5ナ〇〜1D喘位の既 

合比のものが般も低い範囲に入っている。

2.翼鉢への利用と耐久度

この皓果をもとに戋1.のような!?はを試作し,耐久度その他を調べた。

成形は稱圧プレスを使為して,成增圧相12 (!ル/メ,切｛; 土の水分約1〇 

〜1 5 % °

耐久度は直油烧成倒焰式単牲窯でS K 6巨まて的4〜5時間かけて焼成し 

冷却の際は煙道,城口等を那放して自然通風を図り,戸前口上部の辣互もー 

詔はずして冷却が速かに行われるようKした。



表 t

素地番号 1 2 3 4 5 6 7 a

史障の形状寸 

法族％奇)

焼緬MKCC)

円形 

"X&5

1300

円形

50X6.5

1300

36X6

1520

づゆ

2fix5

1 500

円形

3 7X6.5

1200

円彩

3 7X6.5

1250

円形

5 7X6.5

1 300

師

36X6

1 350

T彬 

24X6.5

1 300

使用温度くO

使用回敌

1300以下 恤以下 1320W •l300i：J7 12血如 12501/1 1300成T 1500舟

冬 損率條)

酎火gQ 

全収晦倒 

吸水率純

一

3.5

15.1

i B

15.2

5.3

15.4

4.4 2 6

1Z7

5.1

185

3.4

14.6

4. 9

Z8

3. 9

1 20

的^^心»

1繞

(t
摩團讯救

1X10*)

リルコン

う.03

白ヲワっ

30.0

5.7 3

-c) 
30.0

6.52
—

• 3.4 5 3.15 4.84

タレク
3州)

1 7. 5
備州)

1 4I 〇

Gし册)

6. 〇

合 アルミナ 2 1.0 2 1.〇

比 木師粘土

ンヤモット

金光)

5 1.5
U光)

5 5. a
仁无)

4 ao

((・和,2yヤマッ〇

6 a 〇

M光)

5 2.0

(rta 2 ンヤモッ

6 ao

卜) 三光口

アレミナ

和歌山

ク2ク

ジルコン

フ”ワー

Q山)

4 <J. 0

40
レ 

いヤ 

14モ

卜 
30穴

〇

2 Q



使用した木効站土の化学租成は表2の通りてある。

表2

ヽ 8io» A1108 FtszO3 CaO Mgo KaO Na e 0 IftlOSB

三光仙 4 714 5749 a 76 a.cfi 0.1 7 1.52 0.6 2 12.10

伊山木節 52.35 29.11 2.1 5 G.7B 0.5 6 03 2 1 4.2 4



下絵シルクプリント技法について

技師 松 本 衆 司

ま え が・

レ"タアリントとは孔取系・那の刷版を写兵及カツティングによって姬版 

を行い,彩飾顔料又は怕藥をベースに・刷して溶物に転写するか,又は直接 

洋物二印刷する方虫で,シルクアリントが兩战祢装飾に刊・用され•始めたのは 

ごく最:近のことであるが,それも上絵付のみに限られ,下粽アリントに関し 

ては末だ未解決の部分が浅されている為,演く 一部の例外を涂いては末だ実 

用の段階に入っていないのが規状である。

然したがら”0ク7•リントの多用性は阔戡躇橈飾冊門足とって一"の大き 

な毬力ある技法であり,答陶業地の公設研究席鶏に於いてもそれぞれ研究が 

行われており,その完成が待たれている現状である。以下,ン"クアリント 

の鰹页から印刷,転写に到る迄の段惜を述べるか,鬼在落の肝死段附の中て 

も充分 利用出来る面もあるのでこれが利用に・ついて削ー:< を间勧 めする次キ 

である。

1.製 版

A ガッディング虫

〇 版下(U(画)の作或

2) 版下の上に»ツティング原紙を依ね彫刀でiS!柄の朔分•切抜く。

3) 切抜きを終った歐紙に予め枠に張ったシルクスクリーンを重ねアイ口 

ン在熱して圧着・し,スクリーンに県紙を推着して蒯版を作るe

B 写夏餐版法

複藉な模核,乂は槌繰・,兵の他毛笑,バKテレ画等の懲じをそのま、 

Mする場合,写真製皈を行う。写真製歳の原理はポヂ絞を・零真樹影にょ 

って祚成し,刷版のスクリーンに基材となるニカワ,ゼラナン,卵白,グ 

リュー’p v A , 乂はエビコン(孕貝密光膜剤)尋を塗布し,これに画ク 

ロ ー厶酸塩懊を共存させて光に当てるとその部分が光化学変化して水や湯 

に不溶となり,水洗現像を行うと未惑光昨像部分・は溶解流出して剛銀が蝮



われる。これが旗理の大要であるが,以上は直按法で.他の支持体上で燒甘 

刘,埋を行い,後スクリーンR!站り付ける間俄法もある。

以下直接広に於ける蝦版法を述ペる。

1)曜画作成

の嫩画を塚彩し・ガ板(逆像)を作る。

少 ネガ祓から投彫能忖によりボデ板(正像)を作る。使用プイ"ムはネガ 

夜,ボヂ板共に察度リスタイプフィルムを便用,徹影及投影焼付・共に爆 

够,引伸,焼付の出来る兼用持殊カメラが必要である。蜂光時間にレン 

ズの仗り,光就の柿順,距雄,及びアイルムの極期によってそれぞれ提 

るa又透明ツートに手描きによるポヂ饭作成の方法もあるc

イ) Vスタイフ・フィルんの現慄,定着液のデーター

水を加えて1〇 〇 〇 coにする。

境像液(/ガ,ポヂ両用)

谒〔5 Q ,〇) 5 〇 〇 CC

>卜ー～ 5 *
<水!亜硫酸ソーダー 4 5 V
ハイドロキノン 1 2 9
無水戾醵ソーダ 8 a ダ

デnム加患 , 2 /

A液とB政が常温になってから混舍する。

停止横

水 1 〇 〇 〇 OC

氷睹威 1 5 CC

定着液

A液

湯 ¢5 G C) 8 〇 〇 CC

ハイポ 2 4 〇 y

B液

場(5 〇 〇 2 〇 Q CC

無水亜破酸ソーダー 1 5/

氷蜻酸 1 5 CC

間敏 7 5/

粉末明緋 1 5 /

2 i



現険勿埋

2〜3分 1.5 〇〜2分 5〜10分 3 0分 室温•15“C

日分

4) 枠にスクリーンを張り付ける。

スクリーンの極煩は絹,ナイロン,ステンレス等があり何れも100 メ 

ッシュ〜18 〇メッシュの物を便用e

5) ? V A , Xはエビコン尋のエマ府ジョン途布,乾燥。

〇) 惑光性附与

整光液

例1.木. 1  0 0 CQ

甫クロム侵 8 0/

例2. 水 1 0 0 0 CC

甫クC□ム叢アンセン 〇 Z6

P V Aエマルジョンの略合の恩光液に浸す時間と液温の関球は次表による。

\：
陝

湛

へ 
•n
し 
j ヽ

珪間(分,以下秒)

2



エビコン室剤の場合は指定感尤液を剧毛塗りするC

7)焼付
用意したポヂアイルムを乂 Kクリーン膜面に密着さ甘て焼付を行なう。 

烧付時間は,李師,光源,ボヂの濃度,裸の太さや点の大小,光源まで 

の距堆餘によって共るか大凡沃表による。

P V A塗剤

12 3 4 5

光・源との距嬢

エピコン塗剤

ヽ
ヽ

、、・

日光(冬) H光(夏) 3 Kアー:?灯 ケミカル•ランプ

光原と焼付 

面の距離
5 Ocw 2  KW 5本灯間3 e 

亞忍』〜58

2 5〜3 0禪 2 〇〜2 5杪 1分5 〇〜2分 8分史一7分

普通據 5 0 — 4 5秒 2 5〜3 5秒 2分～ 2 5分 1〇分夏ー1分

太 嘔 4 〇秒〜1分 3 〇〜く Q莎 2分〜5 5分 1〇〜15分夏ー1分

ベグモノ 1分～1治 4〇杪'分3地 5刀〜5分

8)夏像
P U A塗剤 4 5*Cの温湯に柞のま、スクリーンを浸して未惑光画像

聲分が完全に陷解流出する迄硯段を行5 〇

2 5 50

16 3?

9 1 a

4 8

焼
M-

時
間

2 5



エビュン削 水洗により未惑光痴藤部分を溶解させ鮮明な画練が出

る迄冼い流す。

9)定着及び補強

P VA塗剤の小舍は補強剤(阖脂塗料乂は生うるし)を塗布し取の耐水 

耐刷力を増す。

エビコン塗剤の编合は指定定着液を塗布する。

以上で写頁執版による刷板の製作は兄了する。

2 印刷及び転写

刷饭が出來たらペース(美濃和蛾,苒の他)に印刷,転写すぬわけVある 

疗:巔料が完全にビスク器地ビ階着・する為には種々の復募な必要条件が页なり 

特にシルクアリントの特性である広い印劇面の阮写をする地台・は史に多くの 

条件が要求されるのであって,先に述べたマセクプリントの未解決の第分と 

はこの間題 点を指すのである4

印刷及び転写に於ける歩要条件とは,核舂剤と溶剤の配分比に関連してビ 

スク券地の吸水率,殒將の粒縦,印刷された貌料への水の¢5散速虞,顔料の 

ビスク器地への接着力とベースからの隆脱走の関保,ペースの隨编咨々その 

問増点は甚だ複雑である。以下脱在迄の試験の繕果博た使用出來るデーター 

は次の通りである。

當料,褥若剤,溶剤の凋合例(或殴ダ)

「溢一善
⑴ ⑵ (4) ⑸ <6) (刀

絵 具 1 G ! 〇 ! 〇 1 〇 1 〇 1 ° ! 〇

白 K 〇 5 〇• 2 a 1 〇・ 2 〇, 4 a 4 〇, 5

メトローズ II1

犠 粉 〇, 4

寒 天 3. 2

ケリセリン 1

水 飴 2

黒砂檀 2 1.2

単シロアプ 7 8 7. 5 8 6 3



各南合共ビスク辭地への度者は大器ないが,印剧に最:艮の粘詞注については 

完全でないものもある。

む す ぴ

制农の耍作はかなり良好な結采が出ているが間地はやはり印刷,蔽孕の部 

分にあり,これが完成することはシルクアリント肝先の完浅を意味するGの 

で,更にこの都分の研充に康点を(Stき改艮を迤めたいと寿えているC

託り



硬質陶器の素地について

橋 本 錦 吾

水 谷 了 介

1•ま えが き

大正年間より精陶器(半避器・硬質闺器)生産理として,多年の経缺を有 

している大正万古絵企業は,その主原河の陶石題を県外の縮岛,山形,右川 

兵破,岡山,広島㈱等各地方よりの供給によって,疥土製造が行なわれてい 

る。

現成は比校的石英 催酸)の多い爛石が利用され,粘性のある河合・満石, 

眼甜陶石は艮年月に亘り使用され,又,谷川淘石も隧質屬品原杆として利用 

度が高い〇このような殳年月間にわたる闹石の利用は,その歆的雄保も汝址 

品钱の安定がないと塁めないし,は土の改良裁親に於いても工業生産の安定 

を考えて研究する必要がある。

わが国では,古くから石英の代りに粘りのある珪皎質學科として陶石が利 

用されてきたCイ今用話として使われている陶石とは学問上からでなく,陶 

過壽原料としての商品名であって,石•英とセリサイトを主成分とし,単味焼 

成によって磁化しうる岩石をさしているc近年熟分析,X線回析,电子顧微 

鏡等による冷土戒物に詞する研究う;なされ,嗣石の刼指組成が解明されてい 

る〇

大別すると <1)石关とセリサイトからなるものお石・英と・ ・リンからなるも 

の旬石英と長石からなるもの専で,肉石,カオリン質陶石,艮石技阚石,嫩 

石質陶石,と分頊される。

陶石は一般陶磁器,择干,化学工業耐演滋番,クレーにして製祗,充虞材, 

其池などに用いられるが,闹石の紅物組成は垣弛によってセリサイト2 5〜 

4 5%,石英4 〇〜6 5%その他の迅物(長石類,粘土 £!i物および不純初) 

!〇〜30%の絶囲で変動する。

不純物は藏化跌,水酸化鉄,熟靈母,明哲石,その他があり,その品質要 

件は利用者侧の条件によって大きく左右され,裁年前にも苦い経麒をした記 

億があった。
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最近2〜3の陶石について,その利用を考えて讦土の小規模試嵌を実施し 

た。エ菜生産工程毎には硬參の問題点があるが,そのてかかりとして儷要を 

報告する〇

表一1は利用度試映をした阔石の化学分折値を記載した。

表ー! 晦石の化学知成

原料 SiOi A丄 303 板3 Cao Mgo K SO ・ヽ・. IglXBS 耐火ぜSK

矢板淘石 7 4.1 9 2M 1 0.16 0.4 5 0.2 5 — 4.30 28

会津陶石 80.07 1:n 5 ao? 0.5 9 3-1? 2.6 3 0.5 7 1.94 19

:綱河石

1■
7 6.6 〇 1 5.86 ai 4 0.1 2 0.1 〇 ■1DB 6.6 6 2 8十

1西山満石 
!

7 5.18 1 2.9 5 ass 0.7 8 扃4 5.4 8 1,58 13

大利根瑚E 746 0 1 6£〇 0.1 9 a5o 0.21 5.8 0 4.2 0 0.11 11

«股部陶石 7Z7 5 1 6.8 3 0.37 0.0 8 0.1 7 5.06 ：<3 5 — 2 6—

河合1司石 75,59 1 6.1 9 0.4 2 臨6 5.2 7 0.54 2.8ア 26

丰职洶石 7 5.5 0 16.00 u.4 « n.6 4 u.4 9 4.02 . 1.5 5 19

sni陶石Q却 8 0.08 1 4.4 1 0.4 0 0.21 0 5 4 'll 8 5.2 3 29

2.供試康料と実缺

供試原料・は表一2に示すc间舍陶石,田島陶石,平木カオリx,勝光山 

録石,圧原襯石,平津長石をミル(3 〇 〇 K)で2 4時間粉碎したものを 

粘土は水艇花筋を使用した。珂・土担应としては,生産されている液質淘梏 

素地より珪酸分の低い組成に,又素地の硬度を求めたいと考えて,谛廃焼 

成温度をS K 8.(12 5CTC)に焼成した。

恍成炉は15 Kエレマ通気炉,I 5Kカンタル電気炉を便用した。



表ー 2 僕試原科の化学分析破 三窯試分析

♦ ,…

産脸 原料 SiOs A1SO3 和3 OaO M財 Kao bhsO KIx>dH 耐火度SK

石川県 河合淘石。院) 77.76 16.6 0 0.08 0.5 5 0.。 9 1.6 0 □.5 5 2.5 1 27

■ ・ 笛) 79.93 1 4.66 0.0 5 (15 0 3.11 1.98 J.19 2.39

鵬臬 出島陶石倒) 6 9.84 2 1.5 7 G.1 8 0.51 .11 3.5 2 1.4 5 5.I 〇 26-

兵E 林的ン德) 79.38 14* as5 心1 . 9.2 5 0.05 5. 2 3 28+

広島県 推的あ使) 78.78 7 6.3 4 11 2 0.5 2 Ito 2 3. 7 0 28 +

* 庄鰻石価〇 75.81 21,59 □.。 7 / 1 d.0 9 0.0 9 U.11 4.0 3

If 「 兔) 71.11 2 4.39 D.06 •i38 よ5 5 1124 J.11 5.5 7 2 9+

隘賀県 平津長石価) 70.28 2 0.。 3
--

•04 1.1 3 0.6 0 5.2 4 う.9 6 0.51 7

愛知県
----- --

M!あ楠〇 4 5.18 5 6.7 2 1.2 8 1.2 5
—1 
aoa 臨9 ao6 15 18 54

仁)做)は隊芯 翁)はミル為砕物 你)は水艱糖樊初

i,試験^ 土 礎合範囲と祖成

図ー1に示す井土笛蝕圏セ,グセープを1つにわけ,料を成形した。安分比依表3-4

のとおりであるG

供航原同・の化学分析値より椎定した注土の粗成は,次のとおりであり,生 

童されている縛貿陶潛圳'土の璽成と比穀すると,各グルーアともに暮土分

が多いようである

3 〇
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iSI -1. 試顿坏土 の範囲
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(グXu ーブ) (実较式)

00 781it 0 \
A-1 tt062Nato

ttOSOOao I AL«O*.<4 4〇81〇, 

0.01 6M8O J

(・物組成)

長石 2 2 2 4貽

確物貝 5 a c 〇 »

石英 5 a・ 〇 2 •

0.06 0K^。 >

B-1 0.052Na»o|
0.06 00ao > 
aoi8加。;

aoa 5Kso I 
〇""1 0.06 3 N ai v) I

O.C5(?Oao ( 
aci 7MgO ノ

0.065K2Q ヽ

D-1 1Q33NMU
1106 GCao 
U019MKO

1107 3K•〇

曜質淘器1USONmc

(1) J.0< 10ao 1
L'.a7 3Mgo

1094KSO j 
硬?浦靜 a022«3» I

(2) a06lCao i 
ia75MgO

AL,09 - 5.2 BlSiOr

ALtO».4521810^

AL»OJ. 5.3 53giOl

AMQ3.&11 481OSI

aLJOa .6i4 523iOi

艮石 1 5. 5 6 帑

苗土物翌 4 & 4 2 •

石英 5 8.。 2 •

its 2 as 〇・

«5 土物貿 4 5. 4 9 *

石英 5 6 0 1 <

父石 1 S. 0 5 <

粘土物質 4 4 3 5 <

石英 4 16 2%

虽石 2 2. 4 e <6

厘土物我 5 7 7 6*

石英 5 A ノ 6 ■

長石 1 5.7 9^

卜牡确 3 7 5 7¢

石英 4 6 a 4 <£

上廃成姑果

4 -I 弦水率は各グ& ープとんに市販・質嗣・に比較して小さく, Z5~ 

2. 8 %で収縮率は梢大きく・め3〜11.4%であった。資水宰の値 

からQみ刊断すると,水和膨脹による亀哀允生の盘抗注は大きいと 

考えられる。



素虚の水加艇艰による袖电绒の生成

オートクレープ・テスト 8 Kg/M

3 6
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2 袖焼8K2a焼成素地と釉の彫脹結果を図ー2に示すI,オー!・クレ 

ーブ・デストは,& B Cグレープで若干亀裂発生をみたが,D 

グ!v - Tは亀裂はなかった。吸水率からみると上位のものが苑生し 

た吸水率& 5%以下は発生しなかった。

3 SK8焼成素地の熱虞!脹率結果を固ー3に示すft 8 - C - A - Dの 

順に寧脹率は高くなっているが,课土の粒戻咬!舍,即ちつ吏り方の 

状憲によって焼成初のみならず,生素曲の場會も澎脹収縮事は変化 

するので,その億のみで判断はむつかしい,、市版硬貫陶毋の拳服係 

数,1a - 8. 7 - 7. 7 x1〇 - 〇-で供試素地は小さい“

4 S K 8焼成供滅原料の膨脹局果を図ー 4に釉薬の應歳を図ー5に示 

すc庄吸纖石が低い疇艇率で産地としては,ほとんど変らない滂光 

山盤石が曷い値を示しているが,この审は热分・析の測定囲ー 6に示 

寸疝妆祖或の楮果と号えられる。河合阔石,田烏區石はかなり高い 

膨很率を示し硯成と一致している,.
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ク畫

図ーヰ療到黑膨條曲缘図
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国-ム 住轶、弟封初曲象



いずれにしても熟的住状を知る爭は坏土收艮萩まには必要条件とな 

る。

5 アリ”卜袖をdな皺定袖し,6K02a~2a (106 〇〜1120 

"〇 に神焼したもの4"オートクレーア・テストしたが,葡の彪張儀 

敬の大きい轴は直推做入從生力:争かった。

詮括

実•・8Bが狭小で整a!でさないが一触的に考孃すると,

① 収絕¥かやや多!.、ので,災品によって企の联因となる,成修能を号間し 

して站セを戚じる導もよい。乂受石兮は期石のすい说合では境狀か苗 

い(ヘタン)ので少ない方がよい。

© 密陶面の也裂発生防止には,素地と袖との熟歯恨率の阕係を試城す 

ること。7リッ!•補ではフリ”卜の建朕保技は小さい方がよいe

試眾袖の艮好なる,7 5 F卜の洋任張係放は,18 9 X1Q ～ ’で 

ある-買入の安定は柏に圧睡旧カ扉ら素地より低噬帳の方がよいI»し 

かし竿皖による中間書5水祁による秘彼の紫化尚題点浄,鼠妥牡もこ 

とで,この点については捋来の誘冗Uしたい〇

③ ・垃の联福,吸水本の不均一は电裂防止にはならない。廃戒温けと

時間の(焼成跡嫌)過性実版セしないと便筋网提の邕妥なる麻焼か完 

全ではないc

4)け土のセ臣昔理,赋料の热的気須にょラて品質条件にそう改良狀瑣 

をすること<：

完
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